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  「工業生産を支える貿易や運輸」（７時間） 

 ⌐ ≤ (1) ─  
我が国の貿易や運輸について、交通網の広がり、外国との関わりなどに着目して、原材料の確保や製品の販売

などにおいて、工業生産と貿易や運輸の働きを関連付けて、貿易や運輸が工業生産に果たす役割を考えようとし
ている。 

我が国の貿易は、海運の働きが重要であることから学習問題をつくり、地図、統計などの資料を確認して調べ
てまとめるとともに、工業生産と貿易・運輸の働き、国民生活とを関連づけて考え、適切に表現する。 

(2) ─  

社会的事象についての 

知識・技能 

社会的事象についての 

思考・判断・表現 

社会的事象に 

関わろうとする態度 

社会的事象に対する 

知識・理解 
観察・資料活用の技能 社会的な思考・判断・表現 

社会的事象についての 

関心・意欲・態度 

①日本国内や国外への様々

な輸送手段が活用されて

いることを理解する。 

②貿易を通して様々な国と

つながっていること、貿

易に携わる人々の工夫や

努力を理解している。 

③貿易や運輸の働きが、工

業生産において重要な役

割を果たしていることを

理解している。 

①輸出や輸入されてい

る物や貿易において

関係のある国につい

て、地図や地球儀、統

計資料や文章資料を

読み取って調べ、白地

図にまとめている。 

②海運に携わっている

人々の工夫や努力に

ついて文章資料から

読み取っている。 

①貿易や運輸の働きや貿易や

運輸の仕事に関わる人々の

工夫や努力について、学習

問題や予想、学習計画を考

え、表現している。 

②日本の貿易の特色や貿易や

運輸が、我が国の工業生産

に重要な役割を果たしてい

ることについて考えたこと

を適切に表現している。 

①我が国の貿易や運

輸のはたらきに関

心をもち、主体的に

調べようとしてい

る。 
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(1)  ≤─  

本小単元は、現行学習指導要領第５学年の内容（３）のウに、新学習指導要領第５学年（３）のアの(ウ)
と（エ）及びイの（ウ）を加えて設定している。 

【現行学習指導要領第５学年】 
内容（３） 我が国の工業生産について、次のこと
を調査したり地図や地球儀、資料などを活用した
りして調べ、それらは国民生活を支える重要な役
割を果たしていることを考えるようにする。 
ウ 工業生産に従事している人々の工夫や努力、

工業生産を支える貿易や運輸などの働き 
内容の取扱い（４） 
 内容の（２）のウ及び（３）のウにかかわって、

価格や費用、交通網のについて取り扱うもの
とする。 

【新学習指導要領第５学年】 
内容（３） 我が国の工業生産について、学習の問題を追究・解決
する活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導
する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
（ウ）貿易や運輸は、原材料の確保や製品の販売などにおいて、

工業生産を支える重要な役割を果たしていることを理解する
こと。 

（エ）地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、まとめること。 
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
（ウ）交通網の広がり、外国との関わりなどに着目して、貿易や

運輸の様子を捉え、それらの役割を考え、表現すること。 

大単元「我が国の工業生産」における小単元の構成は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    日本の工業生産の概要（４時間） 

        ↓ 

    自動車生産（７時間） 

        ↓ 

    運輸や貿易のはたらき（７時間） 

        ↓ 

    これからの工業生産（４時間） 

  

 

食
料
生
産 

工
業
生
産 

※「自動車生産」の小単元では、貿易・運

輸の部分は扱わず、研究開発を取り上

げ、工業の発展について考える学習を行

う。 

※「これからの工業生産」の中で、自動車

の現地生産や外国との貿易における課

題に関わる内容を取り扱うようにする。 
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 本小単元の学習を通して「貿易や運輸は、原材料の確保や工業製品の輸出において、工業生産を支える重

要な役割を果たしている」という社会的事象の意味を考えられるようにしていく。そのために、本小単元で

取り上げる主な教材は「日本の貿易における輸出の様子」「日本の貿易における輸入の様子」「輸出・輸入の

様子から分かる日本の貿易の特色」「安全に、確実に積み荷を輸送するために運輸に携わる仕事をしている

人々の工夫や努力」を取り上げることとした。 

①海運の重要性 

 日本の貿易において、海運が占める貿易量の割合は９９．７％（資料によっては９９．６％）とほとんど

の積み荷が船によって運ばれてきている。その要因としては、日本が海に囲まれている島国であり、貿易船

が停泊できる港が多数存在することが挙げられる。そして、何よりも航空機に比べ、船で運ぶ利点は、輸送

にかかる費用が安く、大量に輸送ができるためである。航空機は、多くて積み荷は２００ｔ程度なのに対し、

大型のタンカーになると、およそ２０万ｔにもなり、航空機の１０００倍もの重さの積み荷を運ぶことがで

きる。これは、児童にとって船による輸送の重要性を考えさせるのに有効であると考える。 

②商船三井 

 今回、商船三井から取材したことを中心に教材化を試みている。商船三井は創業から１３０年以上の歴史

を誇る海運に携わる企業である。「商船三井グループは、商船を運航し暮らしと産業を支える「総合海運企業」

です。運航する商船は多岐にわたり、何でも運ぶ・・・・・・いわば『海運の百貨店』です。」（商船三井パ

ンフレット「暮らしと産業を支えるいろいろな船」より）とあるように、あらゆる積み荷を扱っている。鉄

鉱石、石炭、木材チップを輸送する「ばら積み船」、エネルギー輸送を担うタンカー、ＬＮＧ（天然ガス）を

扱うＬＮＧ船、製品輸送を担う自動車専用船、コンテナ船など、輸入も輸出も両方を扱う船を多数有してい

る。 

③運輸に携わる人々の仕事 

 本小単元を教材化するにあたって、見学をした最新鋭の自動車専用船「ベルーガエース」には、積み荷で

ある自動車を約６８００台積載できるが、乗組員は２０～２５名程度しか乗っていない。主な乗組員は、船

長、航海士、機関士、その他調理師などのスタッフで構成される。 

 船 長：船の最高責任者として、豊富な知識と経験は必要とされる。天気や海の状況を見て針路を定めて、

自ら操船の式をとることもある。 

 航海士：船が安全に進むように操る仕事。ブリッジから交代で常に見張りをして、安全を確認する。港に

入る時は岸から離れる作業を、港に入る時は岸に着ける作業をする。他にも荷物の積みおろしの指

揮、航海中の荷物の管理なども担う。１等～３等航海士に分けられる。 

機関士：航海士と連絡をとりながら、船を動かすエンジンの操作をしている。船のエンジンや機械を問題

なく動くようにする仕事。また、発電機や造水機など、様々な機械を操作している。 

（日本船主協会作成リーフレット参照） 

④安全、確実に航行するための工夫や努力 

 安全に確実に積み荷を輸送するために特に注意する場面として、①狭い海峡を渡るとき ②橋の下を通る

とき ③悪天候のとき ④海賊の対応 などが挙げられる。 

①②の場面では、船内のバラスト水の量を調節して船底が海底につかないように、あるいはエアドラフト

（海面から船のアンテナまでの長さ）が橋の底面につかないようにする。特に狭い海峡を通るときは、通信

機器で相手の船と交信したり、陸上の通報システムを利用して、情報を得るようにしている。 

 ③悪天候の対応では、海が荒れると判断されたときは、荷物の固定状況を一つ一つ船員が確認をしたり、

天気図から判断したりする。 

 このような高度な判断と最終的な決定を求められる船長の職は、非常に孤独である。商船三井では、２０

０６年に様々な海難事故が起こり、危機管理対策として SOSC（海上運航支援センター）を設置した。悪天候、

海賊の発生への対応など陸上と海上の連携を強めることを目的としている。SOSCでは、様々なリスクをリア

ルタイムで把握し、本船、船舶管理会社、海技グループ（船員）、運航担当者と連絡を取り合い、「船長を孤

独にしない」体制を整えている。毎日４回、本船に海外メディアの情報や気象情報などの情報提供を行って

いる。 
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 本学級では、1 学期より対話的な学びの力がつくように指導を続けてきた。また、実物に触れたり、動画

を活用したりして、日本の国土の様子やそこに住む人々の工夫について興味をもてるようにしてきた。その

結果、４月に比べて社会科の関心をもつ児童が増えてきた。また、学習問題や学習課題に対する予想を立て、

児童に課題を解決するために調べる活動を行う流れを定着させてきた。学習課題に対して必要な情報を資料

から読み取り、情報を他の児童と共有し合うことで、工夫や努力を見つけることができた。 

これまで、他の児童の考えに流されやすかった児童も、自分が調べて分かったことを基に考えたことを発

言する姿が見られるようになってきた。一方で、単元の内容が自分の生活と関わっているということを全員

が認識できたかということに課題がある。 

本小単元では、貿易や運輸にかかわる人々の様子を通して、人々の工夫や努力によって、私たちの生活が

成り立っていることを実感させていく。 

 

≤─  

 

 

 

（１）研究主題について 

本小単元では、５年部会の副主題を次のように捉えた。 

①国土や産業の姿を追究している。 

国土や産業の姿を追究するとは、子供が社会的事象から我が国の貿易や運輸は、原材料の確保や製品の

販売などにおいて、工業生産を支える重要な役割を果たしている様子を的確にとらえ、それをもとに社会

的事象相互の関連や意味も含めて理解を深めていることと捉えた。例えば、貿易や運輸に関わる人々の工

夫や努力を、欧米諸国に運んでいる自動車専用船の取組を通して捉えさせることで、運輸に携わる方がい

るから電気や水道、ガスなどのライフラインが機能することに気付き、貿易や運輸が担っている役割につ

いての理解が深まると考える。 

②社会の未来について考えようとする。 

本小単元では、「社会の未来について考えようとする」子供の姿を、自分の生活と貿易や運輸とのかかわ

りを深く意識していなかったが、輸出や輸入の実態、貿易や運輸に関わる人々の取組を学ぶことで貿易や

運輸の役割を理解し、これからの貿易や運輸と自分とのかかわりを関連させて考えるようになることと捉

えた。具体的には、本小単元の学習問題に対する自分の考えをまとめた後に、改めて貿易船の船長から日

本の貿易の今後の展開について話を聞くことで、改めて、貿易ができないということは、私たちの生活も

成り立たなくなることや、わたしたちの生活が、貿易や運輸に関わっている人のおかげで成り立っている

から、もっと貿易が発展していってほしいほしいなど、貿易と自分たち生活の今後を意識した考えが出る

ことが、児童が社会への未来について考えようしている姿と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

╟╡╟™ ⌐≈™≡ ⅎ╟℮≤∆╢ ─  

╛ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ⌐≈™≡ ⅎ╟℮≤∆╢ ╩ ≡╢ ─  

【３つの資質・能力の柱に即して設定した目指す児童像】 

■原材料や工業製品の輸出入の特色、原材料や工業製品の輸出入や工業製品の出荷には、海上輸送、航空

輸送、陸上輸送など日本国内や世界の交通網が使われていることなどを基に、貿易や運輸の役割につい

て理解している児童。 

■地図帳や地球儀を用いて、貿易相手国の位置、輸送経路、港などの分布についての情報を読み取ったり

白地図にまとめたりできるとともに、グラフなどの各種統計資料から情報を読み取り整理することがで

きるなど、情報を適切に調べてまとめることができる児童。 

■交通網の広がり、外国との関わり、運輸に携わる人々の工夫や努力などに着目して、貿易や運輸の様子

を捉え、工業生産と貿易や運輸の働きを関連付けてそれらの役割を考え、文章で記述したり図表にまと

めたことを基に説明できる児童。 

■運輸や貿易について、学習問題を見出し、意欲的に追究して解決しようとする児童。 
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（２）研究内容について 

 本小単元では、以下の３点に焦点を当てて授業作りを進めた。 

① 社会生活について理解を深め、社会との関わりを考えられる教材の工夫 

本小単元で扱う「貿易や運輸」の見方・考え方（視点や方法）を位置づけた教材構造図を作成した。 
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自
動
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搬
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原
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の
輸
入 

オ
日
本
の
貿
易
に
お
け
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の
割
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海
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て
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文
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事
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（
写
真
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 ク
工
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な
盛
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な
地
域
、
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な
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空
港 

我
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は
、
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製
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輸
出
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た
り
原
材
料
を
輸
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し
た
り
し
て
世
界
の
様
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と
貿
易
を
行
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て
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。
④ 

シ
港
、
空
港
（
日
本
地
図
） 

ス
外
国
の
貿
易
の
特
色 

ク
工
業
な
盛
ん
な
地
域
、
主
な

港
、
空
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セ
コ
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ア
カ
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ゴ 

ケ
輸
出
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国
と
輸
出
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我
が
国
の
国
内
に
は
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速
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路
網
や
鉄
道
網
、
航
路

網
な
ど
が
広
が
り
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
工
業

製
品
を
送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
① 

中

心

概

念 

貿易や運輸は、原材料の確保や製品の販売などにおいて、工業生産を支える重要な役割を果

たしている。 

            【貿易や運輸と工業生産を関連付けて】 

第５学年内容（３） 

 我が国の工業生産について、次のことを調査したり地図や地球儀、資料などを活用したりして調べ、

それらは国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考えるようにする。 

 ウ 工業生産に従事している人々の工夫や努力、工業生産を支える貿易や運輸などの働き 

現行学習指導要領 

 

基

本

的

事

項 

チ
２
０
１
１
年
タ
イ
の
洪
水
で
影

響
を
受
け
る
日
本
企
業
の
工
場 

ツ
船
長
の
思
い
（
文
書
） 

テ 

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
（
写
真
・
船
舶

マ
ッ
プ
） 

ト 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
向
か
う
航
路 

ナ
船
に
携
わ
る
人
々
の
仕
事 

ニ
船
長
の
話 

我
が
国
は
、
航
空
輸
送
や
海
上
輸
送
を
利
用
し
て
、
遠

く
離
れ
た
国
と
貿
易
を
し
て
い
る
。
② 

資

料

・

具

体

的

事

柄

等 

ケ
輸
出
相
手
国
と
輸
出
品 

コ
輸
入
相
手
国
と
輸
入
品 

サ
輸
出
入
の
ま
と
め
（
白
地
図
・ 

海
上
物
流
ル
ー
ト
） 

海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
で
は
、
貿
易
の
九
割
以
上
を

海
運
が
担
い
日
本
各
地
に
港
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

③ 

我が国の原材料と工業製品

の輸出入や工業製品の出荷

には、海上輸送、航空輸送、

陸上輸送などの日本国内や

世界の交通網が使われてい

る。 

 

【交通網の広がり】 

我
が
国
の
貿
易
の
特
色
は
、
主
に
工
業
製
品
を
輸
出

し
て
原
材
料
を
輸
入
す
る
加
工
貿
易
で
あ
る
。
⑤ 

我が国の貿易は、世界の様々な

国を貿易相手としており、工業

生産のための原材料を輸入し、

工業製品を輸出しているとい

う特色があり、近年は部品や工

業製品の輸入も増加している。 

 

  【外国とのつながり】 

運輸業や物流に関わる人々

は、原材料や工業製品を計画

的に安定して運ぶため、様々

な役割分担をして仕事を進

めたり確実に運ぶ仕組みを

整えたりして、貿易や運輸を

支えている。 

【人々の工夫や努力】 

輸
出
や
輸
入
が
途
絶
え
る
こ
と
は
我
が
国
の
工
業
生

産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
⑦ 

我
が
国
の
貿
易
額
は
年
々
増
え
て
お
り
、
近
年
は
機

械
製
品
や
部
品
な
ど
の
輸
入
も
増
え
て
い
る
。
⑥ 

海
運
に
携
わ
る
人
々
は
様
々
な
情
報
を
活
用
し
て
気

象
状
況
や
海
上
事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
船
を
守
っ
て

い
る
。
⑧ 

船
長
、
航
海
士
、
機
関
士
な
ど
仕
事
を
分
担
し
て
二

十
四
時
間
安
全
な
航
海
に
努
め
て
い
る
。
⑨ 

 

 

具

体

的

な

知

識 

ソ
輸
入
量
と
国
内
生
産
量
の
割
合 

コ
輸
入
相
手
国
と
輸
入
品 

タ
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
に
関

わ
っ
て
い
る
船
（
写
真
） 
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② 社会的事象の見方・考え方を働かせる指導の工夫 

教材構造図との接続を図って目指す子供像に迫るために、「問いの構成図」を想定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 問題解決の中で対話的な学び、多角的に考える学習活動の工夫 

「つかむ」段階で、貿易や運輸の重要性を捉えた後に、輸出や輸入ができなくなったら、日本の工業生産

はどうなるのかについて、生産者側と消費者側の双方の立場から工業生産と貿易や運輸の関わりを考えるこ

とが、貿易や運輸への関心を高まらせることにつながり、問題把握の場面で有効と捉える。具体的には、海

運がストップしてしまったら、工業に関係する会社は大きな損害が出ると思う、せっかくつくった自動車も

届けられない、取引先の会社や国にも迷惑をかけてしまうなど、生産者と消費者の立場からの考えが出され

ることで、貿易や運輸に関わる人たちの存在に関する問いが生まれやすくなることが想定できる。 

「調べる」段階では、海運に関わっている人々の工夫や努力について調べる学習で、海運に携わる人々の

工夫や努力は、「乗組員みんなが安全・確実に品物を運ぶためにしている工夫は何か」という発問をもとに考

えを自分のもち、対話的な活動を取り入れる。ここでは、友達の意見も聞くことによって自分の考えを再考す

る場となることで、貿易や運輸に携わる人々の願いを知り、自らの考えを

深めていくことができると考える。 

「まとめる」段階で、貿易や運輸と国民生活を関連的に考えることが

できるようにまとめていく。具体的には、「国民生活」「工業生産」「運輸」

「貿易」の４つをキーワードの配置を考え、矢印の方向と意味を考えさ

せるようにする。貿易や運輸が、工業生産を支える上でなぜ大切なのか

について話し合う時に関連図を作ることが、子供の思考の整理につなが

り、さらに、対話的な学びとして関係図の矢印の方向や意味について、

グループで話し合わせることで、貿易や運輸が日本の工業生産を支えて

いることへの考えを深めることにつながると考える。 
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 ─ ≤  ™  

 ねらい 

∆╢ ╛  

〇主な学習活動 問問い 

・予想される児童の反応 

教師の指導・支援 

（□留意点◎資料◆評価） 

≈ 

 

 

⅛ 

 

 

╗ 

 

 

① 我が国で生

産された自

動車がどの

ようにして

運ばれるの

かに関心を

もち、貿易

や運輸の様

子について

関心をも

つ。 

─ ⅜╡  

 

 

 

˓Ῥ π ▀ήϦθꜛ ψʺςχϢΞτ֫ωϦοΜϥχכּ

ΤʺӪᾋϬῖḊβϥ  ̒

ʾ ⁯ σϣЕжАϼΤσ  ̒  

ʾᵤᵰϒψ Ϭ►μοΜϥρ◘Ξ  ̒

˓⁯ πψʺꜛ Υςάϒכּ ς̋χϢΞτ֫ωϦοΜϥχΤ

Ϭ ϓϥ  ̒

ʾ ϞϺазϯϸ˔Ϭ►μο ⁯τꜛ Ϭ֫ϭπΜϥכּ  ̒

˓ ρϺазϯϸ˔χ Ϭ ϓϥʻ 

ˢ ˣ ˜ԁ τθΨήϭ֫ϓϥʻ 

      Ϭ σΨπΦϥ  ̒

Ϻазϯϸ˔˜ςάπϜ֫ϓϥ  ̒

ˢ ˣ ˜ⱲḧΥΤΤϥʻ Ῑτ₮֒ήϦϥ 

    Ϻазϯϸ˔˜ԁ τ Ψ֫ϓσΜ  ̒

        χ ΥΚϥ  ̒

˓⁯ᵰϒψʺςάχ⁯τςχϢΞτꜛ Ϭ֫ϭπΜϥχכּ

ΤϬ ϓϥ  ̒

ʾ Φσ Ϭ►μο ΰοΜϥʻ 6000 Ϝ֫ϓϥχΤ  ̒

ʾϯЮзϸϞϷ˔ІЕжзϯτθΨήϭ ΰοΜϥ  ̒

˓ꜛ ∙χᾖכּ ψʺςάΤϣςχϢΞτ֫ϭπΜϥχΤ

Ϭ ϓϥ  ̒

ЩʾДϰτ►ϩϦϥ … ψ Ϸ̋˔ІЕжзϯΤϣ ΰο

Μϥ  ̒

ʾФжІЎАϼϞ τσϥᾖ ψʺ χ⁯ˑι  ̒

ʾ ЁЭψʺϱрЖКЄϯϞЌϱσς ϯЅϯΥ Μ  ̒

˓ḁ ΰθꜛ ∙Ϟᾖכּ χ τνΜοʺ Τμθάρ

Ϟ―ΠθάρϬϘρϛϥ  ̒

ʾḁ ΰθꜛ ʺψכּ π ΰοΜϥρ Τμθ  ̒

ʾꜛ Ϭ⌠μοכּ ϥϘπτ θ̋Ψήϭχ⁯ˑΥḩἰΰοΜ

ϥ  ̒

 

 

 

 

 

 

 

̕ꜛ כּ ρϺазϯϸ

˔χּא ʺ χ  

 

̘ˮ֫ ˯ˮ ˯ˮ ˯χ

῎χӪ Ϭᶎ βϥ  ̒

̖⁯ χ Ϟ֫ωϦο

ΜϥϜχτνΜοⱢ Τϣ

ϙ︡μοΜϥ  ̒

 

̕ χꜛ χ︠σכּ  

 

 

 

̕ꜛ כּ ˮЦи˔Ϲϵ˔

І˯ρꜛ כּ χ ◓ 

 

 

̕ꜛ ∙χ︠σᾖכּ ˢ …

ʺᾖ ʺ ЁЭˣϬ

ΰοΜϥ⁯ 

 

̗ ˲ ᾠʾЛ˔Е  ˳

̗ḩ ˲ ᾠʾЛ˔Е  ˳

②貿易において

は、海外輸送

の多くを占め

て い る こ と

や、輸送する

貨物を運べな

くなる影響に

ついて話し合

ったことから

学習問題をつ

くり、学習計

画を考える。 

( )  

 

˓ᵰ⁯ρχ ӬτΣΜοψʺ χ Ӭ χϕρϭςΥ

τϢμο֫ωϦοΦοΜϥ Ϭ ϓϥ  ̒

9ʾ9 7̔̋μοϕρϭςʺ π֫ϭπΦοΜϥμοάριφ  ̒

ʾ ψᵤτӤϘϦοΜϥρΜΞ⁯ ΥḩἰΰοΜϥ 

ʾ “ṐϢϤϜӗΨοʺ τ֫ϓϥάρΥ ΦΜϭι  ̒

˓ᵤ ⱧᾮτϢμοʺ Ϟ ΥπΦσΨσμθϣςΞ

σϥχΤϬ ΰ›Ξ  ̒

ʾδμΤΨνΨμθꜛ Ϝכּ ΪϣϦσΜ  ̒

ʾ︡ԏ χᵓּזϞ⁯τϜ ᵲΥ ο ϬΤΪοΰϘΞ  ̒

ʾᵤ֫χ Φψʺ χῬỘτρμοὧΤδσΜϜχι  ̒

˓ᶘ ΰοΦθάρϬϜρτ ᶘ̋ Ϭ οο ᶘ̋

τ βϥ Ϭ―Πϥ  ̒

 

 

̘ḛ σϼϱЇἹ꜠π ᴡ̋̋Ψ

ϣΜϬ τϢϥ Υ ϛ

οΜϥχΤϬӪᾋῖḊβϥ  ̒

̕ χ ӬτΣΪϥ ︣

χᶤ› 

̕ ︠Ẹᵓχ χ ˢσε

χ Ӭψᵤ֫τ μο

ΜϥΤ  x

̕ᵤ Ⱨᾮχּא  

̘ˮ Ӭ ρ˯ψʺˮ Ϟ˯ˮ

τ˯Ϣμο ⁯̋ ●π Ϭ

βϥάρπΚϥρᶎ

βϥ  ̒

 

完成した自動車は、どこに届けられているのだろう

か。 
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₄ ₅    

ʾꜛ χכּ τϜῬỘ ϬθΨήϭ ΰοΜϥϭαϝ

σΜΤσʻОЊЀрσϭΤ ṓΚϤζΞ  ̒

ʾᶎםτ ϙᴻϬ֫ϐθϛτʺ Ψ ˑψẸ ΰθϤʺ ˑ

σῬ ϬΰθϤΰοΜϥρ◘Ξ  ̒

ʾᾖ∙ χ ψʺ τϜ ζΞιʻ 

₄ ₅ 

ʾ ψʺςχϢΞτ“ϩϦοΜϥχιϧΞ  ̒

ʾ ψʺςχϢΞτ“ϩϦοΜϥχιϧΞ  ̒

ʾ χ Ӭχ ψᴡιϧΞ  ̒

ӗʾ τ ᶎ̋םτ Ϭ֫ϐθϛτ ΜοΜϥ ˑψςχϢ

ΞσῬ Ϟ ϬΰοΜϥχιϧΞʻ 

 

 

 

̘˲ τΣΪϥ˳˲ ꜛ ӟכּ

ᵰχῬỘ σςχ ︣

Ϟ ˳˲ ֫ τḩϩϥ

ˑχῬ Ϟ τ˳νΜο

ϓϥὓᵊϬ οϥ  ̒

̖ χῬỘϞ֫ χ Φτ

ḩβϥᶘ Ϭ οοʺ

Ϟᶘ ὓᵊϬ︠ τ―

ΠοΜϥ  ̒

̗◘ ˲Л˔Еʾ ᾠ  ˳

 

 

 

 

 

 

 

 

 

═ 

 

 

╢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③我が国では、

貿 易 を 通 し

て、どこの国

に、どんな品

物を輸出して

いるのかを調

べる。 

( ≤─ ╦╡)  

 

 

〇我が国の主な港、空港と工業地帯、工業地域の位置を調べ

る。 

・工業が盛んな地域の近くに大きな港や空港がある。 

・港や空港に近いところに工場があると、作った製品を運び

やすい。 

〇主な輸出相手国と輸出品を調べる。 

・機械類、自動車の割合が高い。 

・やはり日本の工業製品は海外で必要とされているんだ。 

〇日本が、何を、どこに、どうやって輸出しているのかを資

料から読み取り、輸出品と貿易相手国とのつながりを白地

図にまとめる。 

・アメリカや中国との取引が多い。 

・自動車や精密機械などの工業製品の輸出が多い。 

・狭い海峡や運河はどのように航行しているのだろう。 

̕ ˢ︠σῬỘΥ ϭσ

ӽ  x

̕ ˢ︠σ ʺἋ   x

̘͎νχ Ϭ φοʺῬỘ

Υ ϭσ ӽρ ʺἋ χӡ ḩ

ἰτṓ ΤδϥϢΞτβϥ  ̒

̕ꜛ כּ ʺЀрГЗ  

 ϵϯϸ˔Ёχּא  

̕ ︣⁯ TOP10 ρ 

︠σ  

̘ ᵦ ˢ ˣτʺ

Ϙπχ ϘΤσ‚ Ϭθ

ςμθϤʺ χ︠σ ︣⁯

Ϟ Ϭ Φ₅ϘδθϤ

βϥάρπʺ ρᵰ⁯ρχ

νσΥϤϬ♪ᶐ τ ᾝή

δϥ  ̒

̗ ˲Л˔Еʾ ᾠ  ˳

̗Ṫ ˲  ˳

④我が国では、

貿 易 を 通 し

て、どの国か

ら、どんな品

物を輸入して

いるのかを調

べる。 

( ≤─ ╦╡)  

 

 

 

 

 

 

˓ῬỘπ Ϭ⌠ϥθϛχᾖ∙ Ϟ ΥςάΤϣʺςχ

ϢΞτ֫ωϦοΜϥΤϬ ϓϥ  ̒

ʾᾖ∙ Ϟ χϕρϭςϬ Υ ϛοΜϥ  ̒

ᾖʾ∙ ϞϵКиϻ˔Ϭ τ βϥθϛτʺ ˑσἹχ

π ΰοΜϥ  ̒

˓ πψ ς̋ϭσ⁯Τϣ ς̋ϭσϜχϬ ΰοΜ

ϥχΤϬ ϓϥ  ̒

・燃料などの割合が 30％以上を占める。 

・機械類の割合も高い。 

˓ Υ ᴡ̋Ϭ ς̋άΤϣ ς̋ΞϞμο ΰοΜϥχΤϬ

Ɫ Τϣ ϙ︡Ϥʺ ρ Ӭ ︣⁯ρχνσΥϤϬ

τϘρϛϥ  ̒

 

 

̕ ρ⁯ ▀ χᶤ› 

̕ⱢᾛϞϵКиϻ˔ τḩ

ϩμοΜϥ χּא ˢЌрϸ

˔ʺωϣ ϙ ʺLNG  x

 

 

◎輸出相手国 TOP１０・主な輸

入品 

□第３時と同じように、世界地

図（白地図）に主な輸入相手

国や輸入品を示し、航路をた

どりながら示していく。 

輸入はどのように行われているのだろうか。 

⅜ ─ ⌐≤∫≡ ⌂ ╛

│≥─╟℮⌐ ╦╣≡™╢─∞╤℮⁹ 

輸出は、どのように行われているのだろうか。 
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・オーストラリアからは様々な原材料や燃料を輸入して

いる。 

・インドネシアやマレーシアなど東南アジアの国々から

は天然ガスを輸入している。 

◆知②【ノート・発言】 

◆技①【白地図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

═ 

 

 

╢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤他国の貿易の特

色について考え

た こ と を も と

に、我が国の貿

易の特色につい

て理解する。 

 

 

 

〇これまで調べてきたことをもとに、我が国の貿易について

分かったことや考えたことを発表する。 

・輸出においては、自動車をはじめ、工業製品をたくさん海

外に輸出していた。 

・輸入では、エネルギーや原材料をとなる物を多く輸入して

いる。 

・貿易が止まってしまったら、大変なことになると思った。 

 

 

〇特色ある外国の貿易の傾向を読み取り、それぞれの国の特

色を考える。 

・サウジアラビアは原油を中心として輸出しているが、工

業製品ばかり輸入している。  

・オーストラリアは、様々な資源が採れるので、輸出に力

を入れているが、工業製品ばか輸入している。 

・日本の輸出品は、工業製品ばかり輸出しているから、特

徴が逆だな。 

〇他国の事例をもとに、日本の貿易の特色を自分の言葉で

まとめる。 

・日本は資源に乏しいので、外国から原材料やエネルギー

を大量に輸入している。そして、輸入した物を工業にお

いて加工して海外に輸出するという貿易の特色がある。 

◎前時までにまとめた白地図 

 

 

 

 

 

 

◎港、空港を示した日本地図 

◎外国の貿易の特色 

□日本とは貿易の特色が異な 

る国を２国程度取り上げ、日

本との違いに関心をもたせ

る。 

技①【ノート・発言】 

□改めて海運が 99.7％を占め

ていることを確認する。 

□現地生産については、次の

「これからの工業生産」の小

単元で扱うようにする。 

知②【ノート・発言】 

⑥運輸や貿易に

携わる仕事を

している人々

が安定して輸

送するために

どのような工

夫や努力をし

ているのかを

理解する。 

╛  

    

○マラッカ海峡の様子を知り、分かったことや疑問に感じたこ

とを発表する。 

 ・ぶつからないのかな。  

・船で海を渡るときにもルールはあるのかな。 

・船に乗っている人は、仕事をしているのだろう。 

 

 

 

 

〇船に携わる人々が安全・確実に運ぶためにどのような工夫

や努力をしているのかを調べる。 

・船長は、様々な大事な判断をしている。 

・航海士はレーダーなどで確認しながら操船している。 

・機関士は、エンジンや発電機などの機材をメンテナンスし

ている。 

〇乗組員みんなが安全・確実に品物を運ぶためにしている工

夫を考える。 

・連絡・相談をしている。・責任感をもって仕事をしている。 

○乗組員が海運の仕事において大切にしていることを考え

る。 

・情報を活用している。  

・それぞれの仕事をしている人が協力し合っている。 

◎マラッカ海峡の写真 

◎ヨーロッパへと向かう航路 

◎船長の話 

 

 

 

 

 

◎船に携わる人々の仕事（船長、

航海士、機関士） 

□資料を３つに分け、班ごとに

読み始めるところを変えて、

調べさせる。 

 

 

◆技②【発言・ノート】 

◆知②【発言・ノート】 

 

◎船長の話 

 

 

 

日本の貿易は、どのような特色があるのだろう

か。 

海運に携わる人々は、輸入品や輸出品を安全・

確実に運ぶために、どのような工夫や努力をし

ているのだろうか。 
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〇学習に対するふり返りをまとめる。 

・海運に携わる人々は、互いに協力し合い、安全に航海して

荷物を送り届けている。 

 

 

 

╕ 

 

≤ 

 

╘ 

 

╢ 

⑦貿易や運輸が

我が国の工業

生産において

果たしている

役割について

まとめる。 

↑  

 

 

 

 

 

 

〇自然災害の影響で、輸出・輸入される品物が運べなくなっ

たときの影響について改めて考える。 

・機械類の部品が運べないと、日本の工場で工業製品を作れ

ない。 

・日本 

○小グループで、４つのキーワードがどのような関係にある

のかを関係図に表す。 

・運輸は、貿易をするために必要だ。 

ʾ֫ Ϝ ӬϜʺ χῬỘτψσΨοψσϣσΜʻ 

ʾ֫ τϢμοʺ♆θκχ⁯ ᶨΥ◦ΠϣϦοΜϥʻ 

̓ḩἰ ϬϜρτꜛ χᾠ πʺ ӬϞ֫ ρ χῬỘχḩ

ἰϬ ᾝβϥ  ̒

 

 

 

 

 

 

 

○船長をされている方の思いを知り、今までの学習を通して

考えたことをふり返る。 

・運輸に携わる方がいるから、電気や水道、ガスなどのライ

フラインが機能するんだ。 

・貿易ができないということは、私たちの生活も成り立たな

くなるんだ。 

・私たちの生活が、運輸や貿易に関わっている人のおかげだ

ということを忘れないようにしたい。 

 

 

 

 

◎2011 年タイの洪水で影響を

受ける日本企業の工場 

 

□「国民生活」「工業生産」「運

輸」「貿易」の４つをキーワード

の配置を考え、矢印の方向と意

味を考えさせるようにする。 

□矢印の方向や意味について、

グループで話し合うようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎船長さんの思い（文章資料） 

 

◆思②【ノート・発言】 

◆知②【ノート・発言】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貿易や運輸は、工業とどのような関係があるのだ

ろうか。 

海運をはじめとする運輸のはたらきは、日本の貿易に

はなくてはならないものである。そして、外国から原材

料を輸入して、工場で生産した製品を海外に輸出すると

いう日本の貿易の特色から考えると、運輸と貿易は、日

本の工業を支える重要な役割を果たしている。そして、

工業、運輸、貿易は国民生活そのものを支えている。 
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 ─  

─⌡╠™ 

運輸や貿易に携わる仕事をしている人々を調べ、安全な輸送を行うために工夫や努力をしていることを

理解する。 

─  

 
○主な学習活動 ・予想される児童の反応 

□指導上の留意点 

◎資料 ◇評価 

導
入 

〇学習計画を確認する。 

〇前時までで学習した航路から、マラッカ海峡を通っていること

を確認し、資料から分かることや疑問を発表する。 

・船同士でぶつからないのかな。 

・道路みたいに船にも進むルールがあるのではないか。 

・指示している人がどこかにいるのではないか。 

・船に乗っている人が何かしているのではないか。 

 

 

〇本時の問いに対して予想する。 

・カーナビのような機械があって、ぶつからないと思う。 

・船が動く時のルールが決まっていると思う。 

・船に乗っている人が何かしているのではないか。 

◎ヨーロッパ方面へ向かう航路 

（世界地図） 

◎マラッカ海峡 

（写真・船舶マップ） 

◎船長の話（マラッカ海峡につ

いて） 

 

 

 

展
開 

○船に携わる人々が安全・確実に運ぶためにどのような工夫や努

力をしているのかを班ごとに調べ、発表し合う。 

・船長は最終的な判断をする人だ。 

・天気や他の船に気をつけて安全な航路を決定している。 

・航海士は見張りや船の操縦をしている。 

・航海士は、船に荷物を積むとき、バランスを考えながら積み込

む指示をしている。 

・機関士は、船のすべての機械のメンテナンスをしている。 

〇乗組員みんなが安全・確実に品物を運ぶためにしている工夫を

考える。 

・連絡、相談をしている。 

・それぞれの人が責任をもって仕事をしている。 

〇船長さんの話を読み、船の乗組員がどんなことを大切にして船

を動かしているのかを考える。 

・船は、様々な人が協力し合うことで安全に動かしている。 

・情報を活用して確実に運んでいる。 

・誰が欠けても、安全に船は動かせない。 

・それぞれの人が責任をもって取り組まないといけない。 

◎船の仕事に携わる人々（写

真） 

□まずは写真を提示し、船に携

わる人々には、どのような人

がいるのかを確認させる。 

◎船に携わる人々の仕事（文

章） 

□班によって資料の読み始める

部分を変える。 

□一つの資料をまとめられた班

は、ほかの資料も読んで線を

引かせる。 

 

 

◎船長の話 

◇運輸や貿易に携わる人々が安

全に輸送を行うために、どの

ような工夫や努力をしている

かを理解している。 （知・理） 

終
末 

〇学んだことに対する振り返りを書く。 

・海運に携わる人々は、お互いに協力し合うことで、安全に航海

して荷物を送り届けている。 

・様々な人と協力して、早めの判断をすることで、安全に航海し

ている。 

・早めに判断するためには、情報をたくさん集めることが大切。  

□本時の学習課題に対して分か

ったことを発表する。 

□本時の学習感想として、学ん

だことの中で特に大切だと思

ったことを、ノートに記述す

るようにする。 

海運に携わる人々は、輸入品や輸出品を安全・確実に運ぶために、 
どのような工夫や努力をしているのだろうか。 
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10/16 

船の写真 
航海士・操船 ・見張り 

・レーダーの情報 

・荷物のチェック 

   ・自分や相手の船の 

状況をつかむ 

    

船長さんの話 

・ルールがある 

・機械 ・人がなにかしている。 

・早めの判断 

・情報を活用 

・それぞれの責任と協力 

「安全」「確実」 
陸からの情報 

    調べて分かったこと 

振り返り 

(大事だと思ったこと) 

・お互いに協力し合うこと 

・情報を集めること 

・責任をもって自分の役割

を果たすこと 

・早めに連絡、相談をして 

船長・最終的な判断 

  ・ルートを決める・指揮 

海運に携わる人々は、輸入品や輸出品を安全・確実に運ぶために、 

どのような工夫や努力をしているのだろうか。 

人物の

写真 

マラッカ海 峡
かいきょう

 日本の生命線。 

狭く、混み合い、かなり危ない 

予想 

 

 人物の

写真 
人物の

写真 

機関士・エンジントラブル 

   ・発電機のメンテナンス 

   ・システムで管理 

   ・燃料の管理 
 



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

 

 

ₒ  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

 

 

 

 


